
イ ン ド 思 想 史 学 会

第17回学術大会

プログラムと発表要旨

開催日： 2010年 12月 25日（土）

会　場： 京都大学 本部構内 百周年時計台記念館

お願い：

本状は郵便での送付に先立ってメールでも会員の皆さまにお送りしています。本状を添付したメール

が届いていない会員の方には、メールアドレスが未登録ですので登録をお願いします（本文にお名前

を書いたメールを事務局 hit@zinbun.kyoto-u.ac.jp にお送りくださるだけで結構です）。
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インド思想史学会 第 17回（2010年度）学術大会のご案内

インド思想史学会第 17回学術大会を、以下の通り開催いたします。
皆様、どうか万障お繰り合わせの上ご参加ください。

記

開催日　　 2010年 12月 25日（土）

会　場　　京都大学 本部構内 百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール I
TEL 075-753-2285 （※昨年とは場所が違いますのでご注意ください。）

（理事会・評議員会　 11:30 – 12:30　人文科学研究所本館（新館）１階 セミナー室２）
（※昨年と時間・場所が違います。人文研は本部構内に移転しましたのでご注意ください。）

参加受付　 12時 30分から　京都大学百周年時計台記念館 ２階 国際交流ホール I 前
（※地下に生協ショップ・コピー機 [15:00まで]、カフェ、自動販売機などがあります。）

研究発表者および発表題目

司会： 小川　英世
13:00 – 13:50 石井　裕（東京大学・博士課程）

「Kāvyaprakāśa の言語機能論について」

13:55 – 14:45 片岡　啓（九州大学・准教授）
「Dharmottara’s Theory of Apoha」

—— 休 憩 ——

司会： 井狩　彌介
15:00 – 15:50 西村　直子（東北大学・専門研究員）

「úlba- と jar´̄ayu-」

15:55 – 16:45 岡崎　康浩（三次青陵高校・教諭）
「サンギータラトナーカラに見られる横笛の記述について」

—— 休 憩 ——

司会：
17:00 – 17:50 山下　勤（京都学園大学・教授）

「ジャッジャタによる『チャラカ・サンヒター』への註釈について」

総会　 17:50 – 18:20　（発表終了後、引き続き国際交流ホール I で）

懇親会　　 18:30 – 20:30　カフェレストラン「カンフォーラ」（京大正門横）にて
　　　　　 会費：３０００円（当日受付） TEL 075-753-7628

インド思想史学会 会長 井狩彌介

〒 606-8501 京都市左京区吉田本町
京都大学人文科学研究所気付
インド思想史学会事務局
藤井正人、赤松明彦、横地優子、梶原三恵子
E-mail: hit@zinbun.kyoto-u.ac.jp
http://www.zinbun.kyoto-u.ac.jp/˜hit/

TEL: 075-753-6949（藤井）/ 6958（梶原）

2



3



Dharmottara’s Theory of Apoha 
Kei Kataoka 

 
Essentially Dharmottara has changed nothing of Dharmakīrti’s theory of apoha. This is Frauwallner’s final 
evaluation of Dharmottara’s theory of apoha. Dharmottara is completely dependent on Dharmakīrti. And 
when Dharmottara does vary in his position, it does not concern new ideas but remains a mere reshaping of 
his predecessor's view.  
 Frauwallner's view, however, seems to be incompatible with Jayanta's understanding. Frauwallner 
has noticed it and comments on it with a quotation of the relevant passage from the Nyāyamañjarī. There, 
Jayanta contrasts two theories of apoha by using Maṇḍana’s terminologies of error (vibhrama). One theory 
of apoha, according to Jayanta, is parallel to the theory of asatkhyāti and the other ātmakhyāti. As 
Frauwallner correctly assumes, the former can be ascribed to Dharmottara and the latter to Dharmakīrti, 
although Jayanta never mentions them by name. Frauwallner initially agrees that Jayanta intends to show a 
theoretical difference between Dharmakīrti’s and Dharmottara’s theories of apoha. Implicitly dismissing 
Jayanta’s observation, however, Frauwallner concludes that there is no difference of opinion between 
Dharmakīrti and Dharmottara; and that the difference lies only in the way of understanding and the mode 
of expression. Again, Frauwallner finds no fundamental difference between Dharmakīrti’s and 
Dharmottara’s theories of apoha.  
 But is it the case that Dharmottara’s theory of apoha is essentially non-different from 
Dharmakīrti’s? Can one conclude, as Frauwallner does, that the difference belongs to a superficial and not a 
fundamental one? Is Jayanta’s observation mistaken or not to be taken seriously? In the following I 
elucidate this problem by carefully examining the models of apoha theory that Dharmakīrti and 
Dharmottara presuppose.  
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úlba- と jar yu-   

西村直子 （東北大学専門研究員） 

 

 発生学に関する語彙としての úlba- と jar yu- は，ともに Eihaut（母体の中で胎児を包む

卵膜），Mutterkuchen（胎盤），Nachgeburt（後産）等と解されてきた。また，úlba- は内側の

胎膜（innere Hülle des Embryos, Amnion「羊膜」），jar yu- は外側の卵膜（äußere Eihaut des 

Embryos, Chorion「絨毛膜」）とも説明される（cf. PW 及び EWAia ss.vv.）。しかしながら，

卵膜／胎膜は胎児を包む複数膜の総称であり，胎盤とも後産とも同一ではない。また，

jar yu-  を絨毛膜に限定すると，文献の記述と齟齬を来す場合がある。古代のインド・アー

リヤの人々の医学的観察が優れていたことは明らかであり，úlba- および jar yu- の 解剖学

的検討により，当時の医学とその基盤となった生活との実態解明への寄与が見込まれる。 

 ヒトの卵膜は子宮（Uterus）と胎児との間に形成される: 脱落膜（Dezidua），絨毛膜

（Chorion），羊膜（Amnion）である。脱落膜の内側に絨毛膜が，また絨毛膜の内側に羊膜

があり，その更に内側には羊水が満たされている。その中に胎児がいる。胎盤（Plazenta）

は脱落膜と絨毛膜との結合によって形成され，母子を連絡する。 

 Śatapatha-Brāhmaṇa VI 6,2,15－16 [Agnicayana, Dīkṣā] は，母子が外側から内側に向かって，

胴体 － 子宮 － jarāyu － ulba － 胎児という層構造にあることを説明している。子宮と

胎児との間に位置づけられる jarāyu と ulba とのうち，後者は胎児に最も近接していること

から羊膜であると考えてよい。前者は胎盤／脱落膜／絨毛膜の何れか判断できず，当時の

人々がこれらを区別していたかどうかも疑わしい。また，Veda 散文には，Agni が産まれる

際に自分で ulba を破ることができなかった，という神話が伝えられている。これは，家畜

の出産を背景としたものと考えられる。ヒトの胎児が頭から分娩されるのに対してウシや

ウマは胎仔を足から娩出するが，その際，足は胎仔を覆っている羊膜に包まれており（足

胞），これが破れると羊水が排出される（破水）。破水が起きない場合には，介助者が足胞

を破る。このことからも，ulba は羊膜に相当すると考えられる。ところで，仔牛は母胎から

娩出される時に先述の通り羊膜に包まれており，出産後に母牛は後産として胎盤，絨毛膜

などを排出する。これらの諸組織を区別する記述が Veda 文献に見られないことから，úlba-

が分娩時に胎仔を包んでいる羊膜を指すのに対し，jar yu- は後産を構成する胎盤及び絨毛

膜等を包括的に指す語である可能性がある。一方，ヒトの新生児は羊膜などに覆われるこ

となく分娩され，羊膜は胎盤などと共に後産として娩出される。ウシ等と異なり，ヒトの

出産では羊膜を認識する機会に乏しいと考えられる。従って，これらの語彙は当時の人々

が母子の構造を理解する際に，人間ではなく家畜を念頭に置くところから出発していた可

能性を示唆している。 
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サンギータラトナーカラに見られる横笛の記述について
岡崎康浩

　横笛(vaṃśa)は、ナーティヤシャーストラでも第30章がほぼその記述に当てられ、
古典期から重要な意味を持つ楽器として知られているが、キールティダラなど失わ
れた同書の注釈の時期から、数本から十数本を一組として低声・中声・高声の3声域
を覆う楽器であるとされ、12世紀のバラタバーシャやマーナッソーラーサにも概寸
や奏法とともにこうした横笛群の記述が残されている。13世紀にシャールンガデー
ヴァによって書かれたサンギータラトナーカラ第6章には、以上のような伝統的な横
笛群の記述とともに地方の横笛群が4種、頭部、歌口、指穴、その間隔、足部、内
径、管の肉厚の詳しい寸法とともに記述されている。横笛が声楽の重要な伴奏楽器
とされており、各横笛群の各笛が音階音に対応することを考えると、現在部分的に
しか明らかにされていない当時の音律との関係も疑われる。

　ここでは、地方の横笛群の一つを取り上げ、その復元実験を行うことで、この横
笛群の音律を探り、その実験結果から当時の一般的な音律並びに他の横笛群の性格
を考察する。

　サンギータラトナーカラに記述された横笛群の復元に関しては、すでにSudhakar
Bhatによって一定の試みがなされている(1994)。ただ、Bhatの復元については、寸
法の換算等に関わって疑問も残り、また、本来音律との関わりに焦点を当てたもの
でもない。本研究では、寸法単位について再考し、弦楽器と異なり寸法だけからで
は発生周波数が確定しにくい横笛を、材質が均一で工作の容易な合成樹脂を用いて
復元し、その発生周波数を測定した。楽器の復元法、発生周波数の測定法について
は課題も残るが、その結果を用いて同書の記述を再考していく。

6



 

ジャッジャタによる『チャラカ・サンヒター』への註釈について 

 

山下勤（京都学園大学） 

 

 インド伝統医学文献『チャラカ・サンヒター』(Carakasaṃhitā) への註釈としては、

１１世紀頃のチャクラパーニダッタ(Cakrapāṇidatta)による『アーユルヴェーダ・ディー

ピカー』(Āyurvedadīpikā)が最も有名であるが、この他にも多数の註釈文献の存在が知

られている。これらのうち、現存最古の註釈はジャッジャタ(Jajjaṭa) (Jejjaṭa、Jaijjaṭa ま

たは Jarjaṭa と表記されることもある)の作とされる『ニランタラパダ・ヴィヤーキャー』

(Nirantarapadavyākhyā)である。この文献は完全には残っておらず、『チャラカ・サンヒ

ター』第６～８巻(Cikitsāsthāna、Kalpasthāna および Siddhisthāna)の韻文部分への註釈

が部分的に残っているのみであるが、インド医学文献への註釈のあり方や本文解釈の歴

史的変遷、またインド医学文献の成立史を知る上で貴重な資料であり、いまだ校訂版が

存在しない『チャラカ・サンヒター』の本文テキストの読みを検討する上でも重要であ

ると言える。 

 ジャッジャタというカシミール風の名をもつ註釈者については、詳細は不明であるが、

註釈の内容から紀元後７～８世紀頃の人物である可能性が高く、『チャラカ・サンヒタ

ー』だけではなく、『スシュルタ・サンヒター』(Suśrutasaṃhitā)への註釈書も著してい

たことが、その写本断片の存在によって明らかとなっている。またインド・ケーララ州

には、真偽は不明であるが、ジャッジャタはインド医学の古典的文献の一つ『アシュタ

ーンガ・フリダヤ・サンヒター』(Aṣṭāṅgahdayasaṃhitā)の作者ヴァーグバタ(Vāgbhaṭa)

の直接の弟子であったという伝承が残っている。 

 今回の発表では、まず『チャラカ・サンヒター』の註釈文献を概観した後、ジャッジ

ャタ作『ニランタラパダ・ヴィヤーキャー』の主にマラヤーラム写本によるテキストに

基づいて、同註釈と『チャラカ・サンヒター』のカシミールにおけるテキスト伝承との

関係や、チャクラパーニダッタなど『チャラカ・サンヒター』の他の註釈者たちとの関

係について扱う予定である。 
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